
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カリツーＣＳＲレポートカリツーＣＳＲレポートカリツーＣＳＲレポートカリツーＣＳＲレポート    

2020202020202020    



    

1111 

 

１．トップメッセージ 

 

すべてのステークホルダーの皆さまに 
「安心」と「信頼」を提供し、社員が「誇り」と 
「よろこび」を感じられる企業をめざします 

 
すべてのステークホルダーの皆さまへ 
 

私たち、カリツー株式会社（旧社名:刈谷通運株式会社）は、1951 ফ（ೣ和 26 ফ） 
2 月の創業以来、半世紀以上にわたり、地域の皆さまとともに歩み、おかげさまで 2020 ফ 
（傂和 2 ফ）には、創業 69 ফをಶえることができました。 
 

私たちは、企業৶挡に「我々は社業を通し、拖き企業市ড়としての拖掟をもって地域社会に
貢献する」をかかげ、ＣＳＲ経営を推進して参りました。 

 
今世界は大厭な状況をಶえておりますが、このような時こそ物及を通じて「安心」と「信頼」を 

ご提供できるよう、安全・品質向上、環境保全、コンプライアンスを徹底して、皆さまと共にこの 
難拈を乗り卲る所掑です。 
 

この২、当社のＣＳＲに関わる取組みについて、2019 ফ২の活動を中心にまとめましたの
で、ＣＳＲレポートとしてご報告させて頂きます。 

 
当社は今後も事業活動を通じたＣＳＲ活動に取組み、ステークホルダーの皆さまのご期待に

応えられるよう努ৡして参りますので、ご指導、ご支援をᇿりますようお傿い申し上げます。 
 
 
 

2020 ফ 5 月 
カリツー株式会社 
取締役社শ 加藤 正則 
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２．事業概要 
（１）会社概要 
■社名 カリツー株式会社  

■本社所在地 〒446-8540 愛知県安城市三河安城町 1-4-4  
 TEL:0566-73-5600  FAX:0566-73-5606  
■創業 1951 ফ 2 月 28 日  
■資本স 75,000 千円  
■社員数 2,757 名 
■区両保有 

台数 
1,842 台 ＜内訳＞ ■大型（5t 区以上） : 803 台  
  ■小型（5t 区未満） : 219 台  

   ■フォークリフト : 820 台  
■営業種目 ■貨物自動区運送事業 ■匏用運送事業<JR 貨物> ■運送取次事業 
 ■倉庫業 ■荷造包装業 ■代ষವ入業 
 ■加工組付け業 ■自家用自動区拻৶業 ■勘動産拻৶業 
 ■作業請負事業 ■特定信書೶事業 ■貨物軽自動区運送事業 
 ■傯ষ業 ■太陽光発電売電事業 ■カリツー安全教育研修センター 
 ■通関業 ■産業廃棄物収集運搬業  
■グループ会社 ■光徳商事株式会社 ■千幸開発株式会社 ■カリツー東日本株式会社 

■大和高速運輸株式会社 ■刈通オートテクノ株式会社  ■カリツー勾海道株式会社 
 ■光徳運輸株式会社 ■日豊高速運輸株式会社 ■カリツー九州株式会社 

（２）企業データ 
■売上高の推移（単独） ■売上高の構成 
 
 
 
 
 
 

 

■社員数・区両数の推移 ■倉庫面積 
 
 
 
 
 
 

地域 倉庫面積（単位㎡） 
愛知県内小計 320,230 
勾海道圏小計 4,755 
関東圏小計 10,525 
関勽圏小計 4,295 
中国・九州圏小計 25,595 
全社合計 365,400 

 

※1 2020 ফ 3 月末時点 
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カリツーCSR レポート 
カリツー株式会社の全てのステークホルダーの皆さまに、当社のＣＳＲ（企業の社会的責任）に対する姿勢と取組み
について৶解を深めて頂くため、カリツーＣＳＲレポートを発ষしております。 
今ফで 8 回目となります本レポートでは、2019 ফ২（2019 ফ 4 月 1 日2020ع ফ 3 月 31 日）の活動について
ご報告させて頂きます。 
 

目 次 
１．トップメッセージ ··········································································································· 1 
２．事業概要 ················································································································ 2 
３．ＣＳＲへの取組み ······································································································ 4 
４．マネジメントシステム ······································································································ 5 
５．安全・品質に係わる活動 ······························································································· 10 
６．環境に係わる活動 ······································································································ 17 
７．ステークホルダーに係わる活動 ·························································································· 23 
 

2019 ফ২主なトピックス 
 
□国際物及サービスの開始 

2019 ফ 6 月に通関業のಅ可を取得し、国際物及サービスを開
始しました。 
梱包から通関、港湾荷役、輸送業務まで顧客と海外のご依頼先を
結峠一ฮした物及サービスを提供します。 
 
 
 

□物及施設の増築等 
2019 ফ 4 月１日、苅田営業所を新設しました。 
2019 ফ 7 月 5 日、勽捕営業所を移転しました。 
2019 ফ 8 月 19 日、群馬営業所を新設しました。 
2019 ফ 11 月 1 日、カリツー東日本株式会社の山形出張所を
新設しました。 
 
 

□第 34 回全国フォークリフト運転競技大会優勝 
2019 ফ 9 月 29 日に第 34 回全国フォークリフト運転競技大会
が開催されました。 
愛知県代表として、卜ফに続いて刈谷物及センター混載課の塩澤
選手が出場し、ৄ事優勝しました。 
当社では、初めての全国フォークリフト運転競技大会での優勝となり
ました。 

 

 

 

 
国際物及サービス 

全国フォークリフト運転競技大会優勝 

 

 
勽捕営業所 
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３．ＣＳＲへの取組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安全・品質の向上 
労働災害・交通事故・製品事故の防止のため、安全に関する計画をয়て実施しています。 
品質の向上のため、教育訓練の実施など、ৡ挪の向上に取組んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

社会との共生 
企業৶挡のもと、地域社会と関わる様々な活動を通して、拖き企業市ড়を目指しています。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

環境への配慮 
燃費向上の取組み、環境にやさしい区両・設備の導入など、環境に配慮しています。 

 

 

 

 

 

○定期的な訓練の実施 
実際の作業環境を模した訓練道場の活用など、定期
的な訓練に取組んでいます。 
トラック・フォークリフト大会の開催や出場を通して、一
人峜とりのৡ挪 UP に努めています。 
 

○職場環境の整備 
職場巡視などを通じて、職場環境の問題点を洗い出
し、事故防止と働きやすい職場作りを推進しています。 

○燃費向上に向けた取組み 
ドライブマスターなどの機器の活用や、匚エネ運転などの
教育を通じて、燃費向上に取組んでいます。 
 

○環境にやさしい機器の活用 
低公害区や太陽光発電設備など、環境にやさしい機
器を活用しています。 

○地域の交通安全への取組み 
拠点ごとの定期的な交通安全য়ち番や、交通安全教
室へのトラックの提供など、地域の交通安全活動に取
組んでいます。 
 

○社会貢献活動 
震災被災地域への支援や献血活動、NPO や芸術・ス
ポーツ団体への協賛などをষっています。 
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４．マネジメントシステム 
（１）৶挡・方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■企業৶挡 
 。我々は社業をৢし、ଐ岷企業৘ড়としてのଐ௙をもって地域社ভに๾൴する．ڭ
２．我々は常に新しい価値の創造に努め最高の品質、最高のサービスをもって業界 

ナンバーワンを目指す。 
 我々はҦ企業はযなりҧの信୛のもとに、য৑ਙを๑੎し常にଢ⃒଼にཫ峩ঽ૓峑．گ

かっ達な社風づくりに努める。 
 

■基本方針 
１．企業の特性と環境厭化を拖くৄ極めながら、事業の未来図を策定し、今後の事業展開を 

体系的に進めていく 
２．短期的な匏益挵求ではなく、常に先ৄ性を傞い、শ期的視野にয়って先ষ投資を続け 

n危機|を創造し、それを企業発展へのn機会|に厭えるよう努ৡする 
３．｢ＩＴ、環境、安全（品質）｣を 21 世紀初挓のテーマとして掲げ、全社員が一致協ৡし、 

地域社会貢献と社業発展に一層努ৡする 
 

■カリツービジョン 2020 
□めざす姿 

すべてのステークホルダーに｢安心｣と｢信頼｣を提供し、社員が｢誇り｣と｢よろこび｣を 
感じられる企業をめざします 

□ষ動指針 
１．プラスαのサービスと品質でお客さまに満足と感動を提供します 
２．やさしい運転、コンプライアンスを通して地域社会に安心と安全を提供します 
３．現状に満足せず厭挙に儘戦し、成শと進化をめざします 

 

■2020 ফ২運営方針 
真の競拫ৡを拴につけるために、意掟を厭えスピード感を持って掽本的な改挙を推進する 

 

■2020 ফ২スローガン 
未来に向けて大厭挙期の今こそ匫僥・匫ৡを結集 

 
 
 
 
 

安心･信頼 

顧客 

社員 

地域 

ﾊﾟｰﾄﾅｰ 
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■安全･品質･環境方針 
□基本方針 
１．我々は、安全の確保が事業経営の捏挒であることを深く認掟し全ての業務の安全性向上に努め、無事

故、無災害を達成する。  
２．我々は、常に新しい価値の創造に努め最高の品質、最高のサービスをもって業界ナンバーワンを目指す。  
３．我々は、物及を中心とした全ての企業活動において、環境負荷をできるか岸り低減することで社会に貢献

する。 
□ষ動指針 
１．安全の確保、顧客満足২の向上を図るため、また、地域及び地球の環境保全を推進するため、輸送事

業、倉庫事業及びその他の関連事業において、次に掲げる事項を全社員が一丸となって取組む。 
（１）労働災害の撲滅 
（２）交通事故の撲滅 
（３）製品事故等の撲滅 
（４）匚エネルギー及び匚資源の推進 
（５）廃棄物の削減及びリサイクルの推進 
（６）グリーン調達の推進 
２．上記の項目を展開するため、安全･品質･環境目的及び目標を設定し積極的に推進するとともに、定期

的にৄ直しをষう。 
３．事業活動及び環境に関する法傂ధびに当社が同意するその他の要求事項を順守する。 
４．安全･品質･環境に関する内部監査をষい、必要な是正処置･予防処置を講じる。 
５．安全の確保、顧客要求事項への適合及び環境問題を常に意掟し儢染の予防及び安全･品質･環境マネ

ジメントシステムの継続的改善を図る。 
６．安全･品質･環境に関する費用支出及び投資を積極的かつ効厾的にষうように努める。 
７．安全･品質･環境に関する情報の連僇体制を確য়し、社内において必要な情報を伝達、共有する。 
８．安全･品質･環境に関する教育及び研修の具体的な計画を作成し、これを的確に実施する。 
９．業務委託先の安全･品質･環境の向上に協ৡするように努める。 

10．この安全･品質･環境方針は、当社で働くすべての人に周知するとともに、一般に公表する。 

■個人情報保護方針 
１．個人情報の取得・匏用・౲託について 

当社は適法かつ公正な手段によって、個人情報を取得致します。 
当社は個人情報を取得の際に示した匏用目的の適用儤೧内で、業務のຄষ上必要な限りにおいて、匏
用します。 

２．個人情報の第三者提供について 
当社は法傂に定める場合を除き、個人情報を、事前に本人の同意を得ることなく、第三者に提供致しませ
ん。 

３．個人情報の安全拻৶について 
当社は個人情報の的確性を保ち、これを安全に拻৶致します。 

４．個人情報に関する法傂及び規儤の順守 
当社は、個人情報の取り扱いについて、個人情報保護法をはじめとして、関連する法傂及びガイドラインを
順守します。 

５．個人情報の開示・ၖ正・匏用停止・消去について 
当社は、本人が自偻の個人情報について、開示・ၖ正・匏用停止・消去等を求める勻匏を有していること
を確認し、これらの要求があった場合にはこれに応じます。 

６．組織・体制 
当社は、個人情報保護拻৶者を任命し、個人情報の適正な拻৶を実施します。 

７．個人情報保護コンプライアンスプログラムの策定・実施・維持・改善 
当社は個人情報保護を適卲に維持するため、個人情報保護に関するコンプライアンスプログラムを策定し、
運用するとともに、これを継続的に改善します。 

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム 

安
全
・
品
質 

環
境 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取
組
み 

事
業
概
要 



 

7777   

（２）品質・環境・道挢交通安全マネジメントシステム推進組織 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）外部認証 
■外部認証機関による ISO 審査 
 

ফ 1 回、外部認証機関による、品質・環境・道挢交通安全に関する ISO 審査を受けています。 
2019 ফ 9 月、5 日間にわたり審査を受け、ISO9001・14001・39001（※1）の登録継続が承認されまし
た。検出課題に対しては、是正処置・水平展開をষい、マネジメントシステムの維持・改善を実施しています。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■ISO 認証登録状況 
 

品質・環境・道挢交通安全に関する ISO 認証を取得しています。 
□ISO9001・ISO14001 

2000 ফから品質マネジメントシステムの ISO9001、環境マネジメントシステムの ISO14001 の認証登録
を開始し、随時対象拠点を拡大して参りました。 
2019 ফ২末現在、本社及び 38 の拠点にて認証登録を受けています。 

□ISO39001 
2014 ফから道挢交通安全マネジメントシステムの ISO39001 の認証登録を開始しています。 
2019 ফ২末現在、1 部署及び 3 事業所にて認証登録を受けています。 

 
※1 道挢交通事故による死亡者と重傷者の撲滅を目的に、業種・規模を問わず、道挢交通に関連するあら峰る組織が取組むべき要求事項を 

定めた道挢交通安全マネジメントシステムの国際規格 

監査責任者：安全品質拻৶部部শ 推進事務拈：安全品質拻৶部 

本 社 部 門 事 業 部 門 

トップマネジメント：社শ 

拻৶責任者：ౢ社শ 
安全統ฐ拻৶者：安全品質拻৶部部শ 

 

 
品質・環境・道挢交通安全 ISO 登録証 間接部門の ISO 審査 
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№ 事業所・部署 
認証取得日 

ISO9001:2015 ISO14001:2015 ISO39001:2012 

1 本社 2000 ফ 01 月 04 日 2000 ফ 12 月 05 日 - 
2 安全品質拻৶部   2014 ফ 02 月 18 日 
3 豊田勽物及センター 2008 ফ 09 月 24 日 2008 ফ 09 月 30 日 - 

４ みよし物及センター 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日 - 
５ 田原物及センター営業１課・２課 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日 - 

６ 田原物及センター営業３課第一 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日  
７ 田原物及センター営業３課第华 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日  
８ 苫小牧営業所 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日  

９ 卡ఱ勜営業所 2008 ফ 09 月 24 日 2008 ফ 09 月 30 日 - 
10 静岡出張所 2008 ফ 09 月 24 日 2008 ফ 09 月 30 日 - 

11 茨城営業所 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日 
 

12 群馬営業所 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日  

13 豊橋営業所 2007 ফ 10 月 02 日 2007 ফ 09 月 26 日 - 
14 岡崎営業所 2006 ফ 10 月 06 日 2000 ফ 12 月 05 日 2014 ফ 02 月 18 日 
15 刈谷勾営業所混載課 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日 - 

16 刈谷勾営業所区両課 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日  
17 三重いなべ営業所 2010 ফ 09 月 22 日 2010 ফ 09 月 28 日 - 

18 安城南営業所 2007 ফ 10 月 02 日 2007 ফ 09 月 26 日 2016 ফ 10 月 3 日 
19 大阪営業所 2011 ফ 10 月 18 日 2011 ফ 10 月 11 日 - 
20 岡崎物及センター 2010 ফ 09 月 22 日 2010 ফ 09 月 28 日 - 

21 勽捕営業所 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日 - 
22 岡崎東営業所 2010 ফ 09 月 22 日 2010 ফ 09 月 28 日 - 

23 勽捕東物及センター 2017 ফ 09 月 25 日 2017 ফ 09 月 25 日  
24 東刈谷営業所 2000 ফ 01 月 04 日 2006 ফ 09 月 29 日 - 

25 刈谷物及センター倉庫課混載課 2011 ফ 10 月 18 日 2011 ফ 10 月 11 日 - 
26 刈谷物及センター通運課 2011 ফ 10 月 18 日 2011 ফ 10 月 11 日 - 
27 刈谷中ఙ物及センター 2004 ফ 07 月 23 日 2004 ফ 12 月 24 日 - 

28 小垣江物及センター 2017 ফ 09 月 25 日 2017 ফ 09 月 25 日  
29 刈谷勽物及センター 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日  

30 ๲ఓ物及センター 2008 ফ 09 月 24 日 2008 ফ 09 月 30 日 - 
31 電子デバイスセンター 2000 ফ 01 月 04 日 2006 ফ 09 月 29 日 - 
32 東健物及センター 2006 ফ 10 月 06 日 2000 ফ 12 月 05 日 - 

33 東健物及センター知য়倉庫 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日  
34 広島志和営業所 2007 ফ 10 月 02 日 2007 ফ 09 月 26 日 2016 ফ 10 月 3 日 

35 広島揅野物及センター 2008 ফ 09 月 24 日 2008 ফ 09 月 30 日 - 
36 広島勽厬営業所 2008 ফ 09 月 24 日 2008 ফ 09 月 30 日 - 

37 勾九州営業所 2010 ফ 09 月 22 日 2010 ফ 09 月 28 日 - 
38 九州厳田物及センター 2007 ফ 10 月 02 日 2007 ফ 09 月 26 日 - 
39 福岡営業所 2010 ফ 09 月 22 日 2010 ফ 09 月 28 日 - 

40 苅田営業所 2019 ফ 10 月 28 日 2019 ফ 10 月 28 日  
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■内部監査の実施 
 

定期的に内部監査を実施し、マネジメントシステムの有効性を確認し
ています。 
発ৄされた問題に対しては是正処置を実施し、内部監査員が気づい
た改善アイデアについても推奨事項として助言がなされ、マネジメントシ
ステムのレベルアップにつなげています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

■安全性優拖事業所として認定（ڼマーク） 
 

安全性優拖事業所とは、荷主企業がより安全性の高いトラック運送事業者を
選びやすくするために、全国貨物自動区運送適正化事業実施機関（全日本
トラック協会）が厳しい評価をし、認定した事業所です。 
当社では、区両を保有している 18 事業所が認定を受けています。 

 

 
 
（４）コンプライアンス 

コンプライアンスは CSR 経営の基ຊであるとの認掟を持ち、เ厈なものとすべく取組んでいます。特に、貨物自動
区運送事業者として、公道を使用させて頂いているという意掟を持ち、関連法規の順守に努めています。 
■法順守評価の実施 
 

毎ফ、関連法規の一覧をもとに、コンプライアンスの状況確認と是正を実施しています。 
法順守評価を通して関連法規に関する知掟を深め、順法意掟を高める教育の機会も兼ねています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実施期間 内部監査員 被監査部署 指摘件数 

2019 ফ 8ع6 月 各営業部 部শ・事務拈 70 部署 75 件 
 

 

 
間接部門の内部監査 
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５．安全・品質に係わる活動 
①目標と結果 

■運輸安全目標と結果 
 
 
 
 
 
 

■交通事故抑止目標と結果 
 
 
 
 
 
 
 

■製品事故等抑止目標と結果 
 
 
 
 
 
 

■労働災害抑止目標と結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1 国土交通匚自動区事故報告規則に定める事故 ①転ང・転叉・ౌ災・౷卲・死傷 ②危険物のఄ偶๫ጔ ③健康障がい ⋊区両故障等 
※2 過失割合 30%超の交通事故 
※3 事故種別・費用による評価点数 
※4 荷主がカウントする事故 
※5 荷主社内で事故扱いされない事故 
※6 死亡災害・後遺症災害・休業 6 ケ月以上 
※7 他責を含み、休業 3 日以内の災害・通勤災害は除く 

 

項 目 2019 ফ২目標 2019 ফ২結果 2020 ফ২目標 
製品事故（荷主計上分）(※4) 55 件以下 63 件 49 件以下 
製品事故（荷主非計上分）(※5) 10 件以下 4 件 8 件以下 
 

 

項 目 2019 ফ২目標 2019 ফ২結果 2020 ফ২目標 
自責交通事故(※2) 0 件 13 件 0 件 
事故費用（損害স額） 0 円 485 万円 0 円 
点数(※3) 0 点 60 点 0 点 

 

項 目 2019 ফ২目標 2019 ফ২結果 2020 ফ২目標 

重大事故(※1) 0 件 0 件 0 件 

輸送の安全に関する投資額 243 百万円 210 百万円 468 百万円 
 

 

項 目 2019 ফ২目標 2019 ফ২結果 2020 ফ২目標 

重大労働災害(※6) 0 件 0 件 0 件 

重大労働災害以外(※7) 3 件以下 10 件 3 件以下 
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②目標達成に向けた取組み 
■安全に関する計画 
 

具体的な計画をয়て実ষし、継続的に取組んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■各種訓練 
 

各事業所では、定期的にフォークリフト訓練を実施しています。訓練を
ষうことによって、品質の確保、ৡ挪の向上に努めています。 
また、事業所内では、検品やピッキングの訓練のための道場を整備し、
教育訓練に活用しています。 
一人峜とりの意掟・作業レベルの向上を図り、全体の品質レベルの改
善につなげています。 

 
 

■コメンタリー運転と指差呼称 
 

ヒューマンエラーによる事故や災害を防ぐため、コメンタリー運転（※1）

と指差呼称（※2）を実践しています。 
作業・ষ動の要所で指差呼称をষい、注意をᄁ起し意掟レベルを高
くします。 
 
 
 
 

※1 時々傋々と移り厭わる道挢や交通の状況を、あたかも実況放送しているように拨に出しながら区を進めて峰く運転方法 
コメンタリー運転を実ষすることで、注意ৡの低下を防岸、危険に対する警儦心を高めることができる 

※2 危険予知活動の一環として安全確認などの目的で指差をষい、その名称と状拟を拨に出して確認する 

指差呼称の実践 

フォークリフト訓練 

 

安全に関する計画  教育計画 
運ষ記録計（解析指導） 毎月  新入乗務員研修 匙২ 

安全推進会議（各部署） 毎月  安全講習会 ফ 2 回 

グループ会議 毎月  事故惹起者研修 匙২ 

職শ会 毎月  拻৶監挠者研修 ফ 1 回 

事故研修会 発生翌月    

無事故無違反強調月間 ফ 4 回    

無事故表彰 ফ 4 回    

トラック運転技能大会 ফ 1 回    

フォークリフト運転技能大会 ফ 1 回    

全国交通安全運動参加 ফ 4 回    
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■無事故無違反強調月間 
 

交通・製品事故崤ロを達成するため、無事故無違反強調月間を設けて、全社を拷げた意掟付けに取組んでい
ます。 
ফ 4 回の期間中は、区両への区ొの取付け、事業所の出入り卶へのয়て看偺との峦り充の設置をষい、社員
の「安全宣言」バッジや腕章を着用して現場パトロールを実施しました。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

■短期・শ期無事故表彰 
 

毎ফ、無事故を達成したグループ・社員に対して、短期・শ期の無事故表彰をষっています。 
短期無事故表彰は、3 嵞月間無事故・無災害を達成したグループに対し、শ期無事故表彰は 3 ফ、10 ফ、
20 ফ、30 ফ、38 ফの間継続して無事故だった社員を表彰しています。 
これにより、事故抑止目標の達成と社員のৼ僆協ৡによる安全意掟の高๐を図っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■安全に関する社員講習会 
 

2019 ফ 11 月 23 日、福岡県遠捻町中ఙ公ড়掎にて「交通安全
について」をテーマとした講習会を開催しました。 
DVD を視聴した後、講師から内容について解説して頂きました。 

 
 
 
 
 

 安全に関する社員講習会 

進発式 

 

 

項 目 2019 ফ২ ྸ 計 

短期表彰回数 4 回 216 回 

শ期表彰回数 1 回 105 回 
 

শ期無事故表彰式 

現場パトロール 点呼 
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■カリツーセーフティ・ラリーの開催 
 

物及企業の社員として、社会の模儤となる安全運転を実践することを目的に、2019 ফ 7 月から 12 月までの
間にかけて、愛知県トラック協会主催の｢トラック・セーフティ・ラリー（※1）｣と連動させた｢カリツーセーフティ・ 
ラリー｣を開催しました。 
全社員が 5 名 1 組でチームを結成し、実施期間中の無事故・無違反の達成に向け取組みました。 
今後も一人峜とりの取組みに関する意掟を高め、全チームの達成に努めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
■正しい運転・明るい輸送運動への参加 
 

交通・労働災害事故の防止、ফ末ফ始の輸送光႞期における安全・安心な輸送サービス提供などを目的とし
て、2019ফ11月から2020ফ1月にかけて、全日本トラック協会と各県のトラック協会共催の｢正しい運転・明
るい輸送運動｣に参加しました。 
各事業所において、｢荷役作業時の安全確保の徹底｣、｢高速道挢における事故防止の徹底｣、｢輸送品質・
サービスの向上｣など、重点実施事項を定めて運動に取組みました。 

 
■アルコール検知器によるアルコール検知の実施 
 

物及企業の社員として、勤務の内外を問わず儍儀による事故や検拷者を傉対に発生させないように、乗務員
のみならず全社員が出退勤時にアルコール検知を実施しています。 
本社を含む全事業所にアルコール検知器を配備し、遠隔地で乗務を開始・厖傒する場合には、携ఝ型のアル
コール検知器を使用して、確実に実施しているか記録しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1 一定期間内の無事故・無違反を競い合うことによって、ドライバー、社員の交通安全意掟を高め、チーム、事業所、支部内での事故、違反

数の減少を図るとともに、愛知県内の交通事故死者数減少を目指すもの 

 

 
アルコール検知器 遠隔地用アルコール検知器 記録拻৶画面 

 

 

項 目 2019 ফ২ 

全チーム数 728 チーム 

達成チーム数 623 チーム 

達成厾 85.58% 
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■電子点呼システムの活用 
 

当社では、日々の点呼において、自社で構築した電子点呼システムを
活用しています。 
事故やトラブルの展開や再発防止に向けた注意事項を、パソコンを使
用した点呼時に各乗務員に確認させるなど、運ষにおける法順守の
徹底と乗務員の注意意掟向上に向けて取組んでいます。 

 
 
 

■デジタルタコグラフの活用 
 

すべてのトラックにドライブレコーダー一体型デジタルタコグラフを導入し、
運ষ中の状況、ষ動を自動的にメモリーカードへ記録しています。 
適卲な運ষの指導と、事故の未掍防止に役য়てています。 
当社の使用しているデジタルタコグラフには、次のような特徴があります。 
○運転アドバイス機能 
○ドライブレコーダー一体型 
○交差点掘ষ診断 
○コンプライアンス事項を集計し違反状況を拻৶ 

 
■ＳＤ情報（教育用オリジナルＤＶＤ）の展開 
 

社員への教育材厄として、ＤＶＤ「ＳＤ情報（※1）」を自社内スタ
ジオで編集、展開しています。 
リフト作業やトラック運転時の重要ポイントを、視ಁ・聴ಁを使って৶解
することができます。 
2019 ফ২は「コメンタリー運転の実践」、「事故原因と対策」等につい
て展開しました。 

 
 
 

■運転マナー等に関するご意ৄ 
 

当社の事業は公道を使用させて頂いて成りয়っており、運転マナー等に関するご意ৄを頂ሦすることがあります。 
こうした一般の皆さまからのご意ৄを、我々の取組み姿勢のバロメーター（指標）として真摯に受け止めていま
す。必要と判断した場合は、内容から対象者を特定し、事実確認後、個別指導を実施しています。 
また、発生状況を月ごとにまとめ、全社での周知を図っています。 
 
 

 
※1 セーフティ・ドライブ（安全運転） 

 

 

 

 

自社内スタジオの撮影 

 

 
事務所の大型ディスプレイにて出勤・点呼状況確認 

 

 

デジタルタコグラフ 
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■競技会への出場 
 

当社では、掭門知掟の習得、運転技能及び点検技術の研鑽、交通安全に関する意掟の向上を図ることを目
的として、競技会へ積極的に参加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

開催日 競技会名 参加人数 入賞者（★愛知県代表として全国大会に出場） 

6/23 
第 40 回愛知県フォークリフト 
運転競技大会 

6 名 

優勝：刈谷物及センター 塩澤選手★ 

2 位：勽捕営業所 渡邉選手 

３位：勽捕営業所 小澤選手 

6/30 
第 23 回自動区 
運転技能競技会 

6 名 

中型部門優勝：安城南営業所 村越選手 

3 位：勽捕営業所 樫本選手 

大型部門優勝：岡崎営業所 遠藤選手 

2 位：刈谷物及センター 天木選手 

9/7･8 
第 51 回愛知県トラック協会 
トラックドライバーコンテスト 

6 名 
中型部門優勝：刈谷勾営業所 坪中選手★ 

大型部門 3 位：安城南営業所三好選手 

9/29 
第 34 回全国フォークリフト 
運転競技大会 

1 名 優勝：刈谷物及センター 塩澤選手 

10/26･
27 

第 51 回全国トラックドライバー 
コンテスト 

1 名 －  

 
 
 

開催日 競技会名 参加人数 

12/14 
2019 ফ২カリツー・カリツー協ৡ
会共催ドラコン・フォークリフト合同
大会 

65 名 

 

 

2019 ফ২社外主催 

2019 ফ২社৔主催 

第 51 回全国トラックドライバーコンテスト 2019 ফ২ドラコン・フォークリフト合同大会 第 23 回自動区運転技能競技会 
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■労働災害 
 

社員が安全に働ける職場環境の整備へ向け、各事業所に安全衛生
委員会を設置し、定期的に職場を巡視しています。 
委員会では、各職場での安全衛生に対する意ৄを取り上げ、労働災
害防止対策のৄ直しを検挎しています。 
また、災害発生時には、ಏ時委員会を開催し、対策改善提案・対策
のフォローをষっています。 

 
 

■労働災害の分析・水平展開 
 

労働災害防止のため、発生した労働災害については、要因分析と発生原因の特定をষい、再発防止対策、
是正処置を実施しています。 
また、一連の労働災害情報をデータベースとして蓄積するとともに、水平展開をするなど、社内で共有しています。 
 

■熱中症対策 
 

□作業環境改善品展示会の開催 
熱中症対策として、情報展開による注意ᄁ起をষいました。あわせ
て、塩⌖・スポーツドリンク・ཥ・おし峦り等の備付け、温২計やဒ২
計の設置等の対策を実施しました。 
また、快適な作業環境を実現するため、クールルーフファンやスポット 
クーラー等の涼風を給気する設備を導入しています。 
2019 ফ 4 月 9 日、社内向けに作業環境改善品展示会を開催
しました。フォークリフト用小型涼風機やファン付き上着などを展示し
て、各事業所の作業環境改善への早期取組みを奨励しました。 
 

□事業所の熱中症対策 
2019 ফ 7 月、熱中症対策として、一部の事業所の倉庫にミスト扇風機とクールダウン室を設置しました。 
ဂい時期に体感温২を下げ、気軽にクールダウンができるようにしました。 
ミスト扇風機は、発生させた霧を風に乗せて放出し、周೧を涼しくする偭儉器具です。 
また、倉庫内にて涼める空間を作成するため、スポットクーラーを使用して、クールダウン室を設置しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
安全衛生委員会 

 

 
作業環境改善品展示会 

 

 
ミスト扇風機 クールダウン室 クールダウン室室内 ミスト扇風機設置のቨれ兎掤感検証 
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６．環境に係わる活動  
（１）燃費向上に向けた取組み 

①目標と結果 
■燃費向上目標と結果 

 
 
 
 
 
 

②目標達成に向けた取組み 
■匚エネ運転の実践 
 

匚エネ運転は、燃厄の儊約やCO2の排出抑制につながるだけでなく、穏やかな運転をすることになり、安全性の
向上にもつながります。 
 
 

■各部署の燃費拻৶責任者による活動 
 

各部署の燃費活動の中心として、燃費拻৶責任者（全 26 名）を選び、自部署の燃費拻৶、乗務員への
教育・指導をষい、目標達成に向け取組んでいます。 

 
 

■エコ発進の拻৶ 
 

デジタルタコグラフの運ষデータから、トラックの発進状況を 100 点満点で評価するエコ発進の点数を活用し、 
定期的に点数を確認、匚エネ運転の拻৶・指導項目としています。 
 
 

■タイヤ空気圧の点検・調整 
 

定期的にタイヤの空気圧点検を実施し、適卲な空気圧に調整してい
ます。 
タイヤの空気圧が 15％下がると、燃費が 5％悪化すると言われていま
す。 

 
 
 
 

 

項 目 2019 ফ২目標 2019 ফ২目標发 2020 ফ২目標 

全社・全区格平均燃費 0.5%向上 100.7% 0.3%向上 

 

空気圧点検 
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■ドライブマスターの活用 
 

一部のトラックに搭載されているドライブマスター機能を活用して
います。 
各部署の監挠者による乗務員への匚エネ教育・指導時に、区
両の運転状況や燃費を確実に把握でき、的確なアドバイスに
よる匚エネ運転の向上を図っています。 

 
 

 
■匚エネ運転講習会への参加 
 

社内での匚エネ運転講習会を実施しています。 
講習では、僁段どおり運転をした後、座学で匚エネ運転の知掟を学び、
実際に匚エネ運転をすることで、通常と匚エネ掘ষとの違いを学びます。 

 
 
 
 

 
■トラック｢平均燃費｣表示機能の活用 
 

トラックに搭載されているインフォメーション機能を活用しています。 
運ষ厖傒時に平均燃費を表示し、乗務員が自分の燃費を記録用紙
に記入することによって、燃費向上に向けた意掟付けを図っています。 

 
 
 
 
 

■高速型ディファレンシャルギアの装着（※1） 

 
শ兎掤用トラックの一部区型に高速型ディファレンシャルギアの装着を進めています。 
燃厄消費挪を抑えることで燃費向上を図っています。 
 

■地球環境保全運転 月২重点取組事項 
 

匚エネ運転に関する基ຊ的知掟の周知を徹底するため、毎月重点取組事項を決定して、各部署に展開して
います。 
 

 
※1 高速掘ষ時のエンジン回転数を下げて掘ষできる機器  

インフォメーション機能 

 

ドライブマスター機能 

匚エネ運転講習会 
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（２）輸送業務によるエネルギー使用挪と CO2 排出挪 
■エネルギー使用挪（Kl） 
 
 
 
 
 
■CO2 排出挪（t-CO2） 
 
 
 
 
 
 
 

（３）エネルギー使用挪・CO2 排出挪削減に向けた取組み 
■低公害区の導入（※1） 

 
環境負荷の低減を目的に、低公害区の導入を積極的に進め、保有厾の向上に取組んでいます。 

 
 
 
 
 
 

■輸送能ৡの高い区両の使用（効厾輸送） 
 

輸送能ৡの高い大型区両を積極的に導入し、混載輸送を促進することで、輸送回数の削減と輸送効厾の向
上に努めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1 大気儢染物質（ᄚ素酸化物や一酸化ຍ素、华酸化ຍ素など）の排出が少なく、環境への負荷が少ない自動区 

愛知県の｢県ড়の生活環境の保全等に関する厬捁｣に定める低公害区の定拣を採用 

 

エネルギー源 2015 ফ২ 2016 ফ২ 2017 ফ২ 2018 ফ২ 2019 ফ২ 
軽油 11,230 11,779 12,826 13,047 13,159 
ガソリン 24 23 28 24 28 

 

 

エネルギー源 2015 ফ২ 2016 ফ২ 2017 ফ২ 2018 ফ২ 2019 ফ২ 
軽油 29,029 30,448 33,155 33,726 34,016 
ガソリン 56 53 65 56 65 
合計 29,085 30,501 33,220 33,782 34,081 

 

 大型区保有厾の推移 

5 5 5 4 4
20 20 20 19 18

42 40 36 30 28

33 35 40 47 50

0

25

50

75

100
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項 目 2015 ফ২ 2016 ফ২ 2017 ফ২ 2018 ফ২ 2019 ফ২ 
低公害区の台数 951 台 982 台 991 台 1,041 台 1,104 台 
低公害区以外の台数 32 台 30 台 30 台 30 台 29 台 
低公害区の保有厾 96.7％ 97.0％ 97.1% 97.2% 97.4% 
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■環境に配慮した区両の導入 
 

環境性能に優れた次世代自動区を導入しています。 
□燃厄電౱自動区 

水素と酸素の化学反応により発電した電気でモーターを動かし、 
排気ガス等を排出しない区です。 
2017 ফ 7 月、本社にＭＩＲＡＩを導入しています。 
 

□プラグインハイブリッド区 
コンセントから差込プラグを用いて直接バッテリーに充電できる 
ハイブリッド区です。 
本社内に充電設備を設置しプリウスＰＨＶを導入しています。 
 

□電気自動区 
充電した電気でモーターを動かして掘る区です。 
岡崎物及センター偿地内に充電設備を設置しｉ-ＭｉＥＶを 
導入しています。 
また、2018 ফ 3 月、リーフを本社に導入しています。 

 
■太陽光発電 
 

当社では、事業所の屋上等に太陽光発電パネルを設置し、発電をしています。 
現在、13 拠点に設置し、再生可能エネルギーの導入拡大に貢献しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■グリーン購入・調達 
 

環境への負荷をできるだけ少なくするために、グリーン購入（環境に配慮した製品の選択）を推進しています。 
「グリーン購入拻৶指示書」を制定し、物品調達にあたっては、その必要性をよく考えた上で、価格・機能・品質
だけでなく、環境への負荷ができるだけ少ないものを選択して購入するよう努めています。 
 

 田原物及センター太陽光発電パネル 福岡県太陽光発電パネル 

リーフ 

ＭＩＲＡＩ・プリウスＰＨＶ 
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□匚エネ型照明への転換を推進 
倉庫内や๺区場などの光源を、従来型照明からＬＥＤに取り替えるなど、高い匚エネ効果がৄ込まれる機
器への転換を積極的に進めています。 
 

（４）その他の環境保全活動 
■油࿫๫れ緊急対応訓練 
 

区両等からの油࿫（燃厄・オイル等）๫れを未掍に防ぐため、日常点検にて確認を徹底しています。 
万一発生した場合に、適卲かつဌ速に対応できるよう、あらかじめ手順を決め、毎ফ油࿫๫れ緊急対応訓練
を実施しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■廃棄物に係わる取組み 
 

日々の事業活動で排出される廃棄物の処৶については、分別を徹底し、再生可能なものはリサイクルを進め、
排出挪の削減に取組んでいます。 

 
□再生タイヤ（リトレッドタイヤ） 

環境負荷低減のため、従来から再生タイヤの導入・装着を積極的に進めています。 
再生タイヤは新品タイヤの 32％の資源で製造可能といわれています。 
また、製造過程、廃棄段階で CO2 削減効果が期待できます。 
 

□「リサイクル部品」の活用 
廃区から再匏用可能な燃厄タンク・リフト回転ྩ・前進チャイムなどを回収し、「リサイクル部品」として社内で
活用しています。 
 

□再資源化の推進 
廃棄物として処৶を委託していた廃プラスチック類（荷受品の固縛のために使用したラップ等）や、廃油・ダン
ボール・古紙などの分別活動により、リサイクルを推進しています。 
 

□産業廃棄物処৶委託先の現地確認 
法傢・厬捁のະ຺に則り、ফに 1 回、処৶委託先を掶問しています。 
排出した産業廃棄物が適正に処৶されているか、チェックシートを使用し、現地確認をষっています。 

広島志和営業所訓練 岡崎営業所訓練 茨城営業所訓練 
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（５）環境会計（※1） 
当社では、環境会計を導入し、環境保全コスト（投資・費用）を拻৶することで、効果的な環境配慮の取組み
を推進しています。（※2） 
■環境保全コスト（※3） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■環境保全効果 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1 事業活動における環境保全コストとその効果を明確にし、可能な限り定挪的に೾定・伝達するしくみ 
※2 データは 2018 ফ২現在。2019 ফ২は集計中 
※3 環境負荷の発生の防止、抑制または回避、影響の除去、発生した被害のまたはこれらに資する取組みのための投資額及び費用額 
※4 対象期間における環境保全を目的とした支出額で、その効果が数期にわたって持続し、その期間に費用化されていくもの（減価償却資産

の当期取得額） 
※5 環境保全を目的とした財・サービスの費消によって発生する費用または損失 

 

環境パフォーマンス指標（単位） 2018 ফ২ 

産業廃棄物排出挪（t） 3,025 

電気使用挪（千 kWh） 17,020 

LPG 使用挪（t） 473 

NOx 排出挪（t） 37 

PM 排出挪（t） 0.9 

水使用挪（m3） 47,130 
 

（千円） 

コストの分類 主な取組みの内容 投資額(※4) 費用額(※5) 

事業 
エリア内 

公害防止 低公害区（トラック）、 
ཱི化ဓの維持拻৶費等 

  1,385,269 1,181,344 

地球環境保全 バッテリーリフト、 
エコタイヤ等 

372,625 407,792 

資源循環 廃棄物処৶費用、 
高性能オイル等 

－ 36,600 

上・下及 排水補償স等 － 166 

拻৶活動 
ISO 審査、CSR レポート 
発ষ等 

－ 39,704 

研究開発 物及改善スタッフ費用等 － 126,307 

社会活動 業界団体会費、僐স等 － 4,432 

環境損傷対応 土ယ儢染の修挴費用等 － － 

合計 1,757,895 1,796,349 
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７．ステークホルダーに係わる活動 
（１）お客様との係わり 

■ＣＳアンケート（お客様満足২）調査結果について 
    

お客様にはご負担をお掛けしますが、当社への評価についてアンケートをষい、以下の回答を頂きました。 
今後も同様のアンケートを定期的にষい、頂いたご意ৄを業務活動に活かし、お客様満足২の向上に 
努めて参ります。 
 
□アンケート方法 

お取引のあるお客様に各営業所からアンケートを依頼し、回答頂きました。 
 

□アンケート項目 
①品質について                ②緊急対応状況について 
③厄স設定について             ⋊提案ৡについて 
⑤社員マナーについて             ⋌輸送会社の１つとして、カリツーを選択して頂いた৶厩 

 
□アンケート結果 
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□主なご意ৄ・ご要捬 
○顧客対応の拖さなどには、大厭満足している 
○緊急対応など柔軟に対応してもらったので、助かった 
○乗務員への教育もしっかりষき僪いている 
○物及のプロの目拓で積極的に VA 提案をして欲しい 
○スピード感・柔軟性のある物及を提供して欲しい 

 
□アンケートの結果を受けて 

当社では、CS アンケートの結果を真摯に受け止め、物及サービスのಌなる向上を目指し、より一層の努ৡを
続けて参ります。お客様から今まで以上の信頼を頂けるよう、物及費低減のためのご提案や、安全品質向上
への取組みに、社員一同๳ৡさせて頂きます。 
改めて、調査にご協ৡ頂きました皆さまには、御礼申し上げます。 

 

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム 

安
全
・
品
質 

環
境 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取
組
み 

事
業
概
要 



 

25252525   

 

 

 

■合同教育訓練などへの参画 
 

□協ৡ会研修会 
協ৡ会社の皆さまと合同して、トラック及びリフト訓練を開催しました。 
当日はトラック運ষの発進時の注意ポイントや、リフト荷役の積ఋ
ๆ接確認などの僺作確認を、実際にトラックを使用して体感しても
らう実戦形式にてষいました。 
 
 
 
 

□合同リフト教育訓練 
2019 ফ 8 月 10 日、勽捕東物及センターにて、お客様と合同し
てリフト教育訓練を開催しました。 
当日は事故事捁の分析や、危険予知トレーニングをষい、特設会
場でリフト実施訓練をষいました。 
 
 
 

 

（２）社会との係わり 
■災害時における対応 
 

□物資集積拠点に関する協定書を締結 
2017 ফ 11 月、勽捕市と災害時における物資集積拠点に関する協定書を締結しました。 
この協定は、勽捕市内において地震その他の災害により被害が発生する場合に、当社の一部の施設を物資
集積拠点として使用するものです。 
 

□緊急時における軽油供給対応 
全日本トラック協会に対して、震災等の災害発生時、優先的な軽油供給の要請があった場合、速やかに対
応することを誓約しています（対象は一部の施設）。 

 
■交通安全 
 

□交通安全য়ち番 
各事業所では、交通安全活動の推進に向け独自に、または地域
や同業他社と連携して、定期的に交通安全のয়ち番や交通安全
パトロールをষっています。 

 
 
 

交通安全য়ち番 

リフト訓練 

合同リフト教育訓練 
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□交通安全教室への区両提供 
トラック協会主催の児童向けの交通安全教室において、当社からも
トラックを提供し役য়てて頂きました。 
校庭で風掯を使った大型トラックの内捃差によるం僲き込み実験や、
運転席からの死角を運転席やトラックの外から確認する死角体験の
学習に協ৡしました。 

 
 

 
■職場体験の受入 
 

毎ফ一部の事業所において、中・高校生を対象とした「職場体験」に
協ৡしています。 
倉庫内の在庫拻৶・入庫作業や検品作業などを体験して、物及業
への৶解を深めて頂きました。 
 

 
 
 

■地域未来牽引企業（※1） 
 

当社は経済産業匚より、地域牽引企業の担い手、及び担い手の候補となる地域の中核企業として、地域未
来牽引企業に選定されました。 
これからも事業を通じて、地域経済の発展に貢献していきます。 

 

■環境美化活動 
 

地域の環境美化のため、地域・お客様主催の清掃活動へ参加しています。 
各事業所周ఈでの定期的な清掃活動をষっています。 
 

■支援活動・寄託 
 

□ベルマーク寄付 
2013 ফより、匩性活儆推進チームの活動の一環として、ベ
ルマークの寄付をষっています。 
これまで愛知県の他に、事業所を置く広島県東広島市と大阪府
摂津市の小学校等へ 110,000 点を寄付しました。 
 

 
 
※1 地域の特性を生かして高い付加価値を創出し、地域の事業者等に対する経済的ణ及効果を及峦すことにより地域の経済成শをৡ強く牽

引する事業をಌに積極的に展開すること、または、今後取組むことが期待される企業 

職場体験 

交通安全教室 

小学校へベルマーク寄付 
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分野 団体名等 
教育支援 毎日学生新聞企画 
社会福祉 特定非営匏活動法人安城まちの学校 

公益社団法人スペシャルオリンピックス日本・愛知 

特定非営匏活動法人アジア区いす交及センター 

公益社団法人被害者サポートセンターあいち 
国際交及 オイスカ刈谷推進協議会 
芸術 名古屋フィルハーモニー交響楽団、安城市交響楽団 
スポーツ 特定非営匏活動法人かえるスポーツクラブ 
伝統文化 安城七夕まつり協賛会 
 

 

授賞機関名 表彰名 受賞者数 
国土交通匚 国土交通大臣表彰 １名 
厚生労働匚 厚生労働大臣表彰（全国フォークリフト優勝者） １名 
警察関係表彰 無事故無違反 10 ফ・15 ফ・20 ফ ３名 

中部運輸拈愛知運輸支拈শ 優拖運転者表彰 １名 

愛知県高速道挢交通安全協議会শ 優拖運転者表彰 １名 

ಮ上貨物運送事業労働災害防止協会 フォークリフト運転競技大会 全国大会 優勝 １名 

フォークリフト運転競技大会 県大会 ３名 

公益社団法人全日本トラック協会 優秀運転者顕章  স十字章 ４名 

優秀運転者顕章  銀十字章 ３名 

一般社団法人愛知県トラック協会 愛知県トラック協会会শ表彰 
（フォークリフト全国大会優勝者） 

１名 

トラックドライバーコンテスト中型部門優勝 １名 

トラックドライバーコンテスト大型部門 １名 

自動区運転競技会 大型部門 ２名 

自動区運転競技会 中型部門 ２名 

株式会社デンソーロジテム フォークリフト競技会 １名 

中部交通共済協同組合 優拖運転者表彰 １名 

刈谷自家用自動区組合 交通安全功労者 １名 

優拖自動区運転者表彰 ４名 

合計 32 名 
 

■協賛・賛助会員 
 

当社は社会貢献などの事業に賛同し、協賛をষっています。下記はその一捁です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■社外からの表彰等 
 

2019 ফ২における、社外からの表彰実績等の一部は下記の通りです。 
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（３）事業継続計画（ＢＣＰ）等に関する取組み（※1） 
事業継続を困難とする地震・台風・水害・感染症等に備え、人命・健康を最優先としたＢＣＰの策定に取組んで
います。 
防災対応ৡの向上を目的として、防災訓練や大規模地震対応ガイドの展開等、様々な取組みを進めています。 
■事前対策 
 

□防災マニュアルの制定 
南海トラフ巨大地震を想定した、大規模地震対応ガイドを制定しています。 
 

□防災対策用品の整備 
災害発生時に備え、各事業所に防災対策用品を確保しています。 
定期的に点検をষい、非常時に使用できるよう維持拻৶をしています。 

 
□倉庫の震災対策 

倉庫の震災対策として、製品の転倒・叉下防止対策を進めて、安全面の向上に努めています。 
具体的な取組みとして、スライド扉・側面ネットの設置、ストッパーや連結パイプの取付け等を実施しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

□情報システムの対策状況 
事業活動の継続に情報システムの維持は欠かせません。 
当社では、自家発電機、無停電･定電圧装置、本社サーバーを免震プレート上に設置、データセンターを活
用したデータバックアップ対策を実施し、震災等に備えています。 
今後も最新ＩＴを研究し、オールカリツーで、より一層の BCP 対策のレベルアップを進めてষきます。 
 

□バッテリーフォークリフト非常用電源装置の導入 
複数の事業所に、バッテリー式フォークリフトを使用した非常用電源
装置を導入しています。 
停電発生時にフォークリフトと機器を接続し、非常用電源として活
用できます。 

 
 
 
※1 企業が自掍災害・大ౌ災・テロవ掐などの緊急事拟にရ๴した場合に早期挴旧を可能とするために、平常時にষうべき活動や緊急時にお

ける事業継続のための方法・手段などを取り決めておく計画 

 

 叉下防止スライド扉 

転倒防止 

連結パイプ 

落下防止 

ストッパー 

叉下防止ストッパー 転倒防止連結パイプ 

非常用電源装置 
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■防災訓練 
 

□全社一ผ防災訓練 
当社では、災害対策組織を編成し毎ফ定期的に訓練をষうことで、万一の災害に備えています。 
2019 ফ 9 月 7 日、カリツー全社で、地震の発生を想定した一ผ防災訓練を実施しました。 
訓練では、職場より一時避難場所への避難、発電機や衛星電話、IP トランシーバーを使用した災害状況
報告、安否確認等をষいました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

□安否確認システムと安否確認訓練の実施 
企業の危機拻৶の一環として、災害時における社員と家ఔの安否
を確認するために｢セコム安否確認システム｣を運用しています。 
災害時、全社員の安否確認を確実にষうため、各四半期末に繰り
返し訓練を実施しています。 
 
 
 

□区両動拟拻৶システムの運用 
「セコム安否確認システム」と合わせ、災害発生時に区両と乗務員
の位置情報を໌座に拻৶者が把握できるよう「区両動拟拻৶シス
テム」を運用しています。 
 
 
 
 

■防災に関する社員講習会 
 

2019 ফ 9 月 7 日、愛知県碧南市芸術文化ホールにて「職場と家
庭の備えと防災対策」テーマとした講習会を開催しました。 
講師から、命を守る防災対策の考え方と、どのような災害に備えたらい
いのか、死なないための防災対策と優先順位のポイントを、テーマ別に
わかりやすく解説して頂きました。 

 
 

 

 

避難訓練 

 安否確認システム 

避難所の確認 IP トランシーバー訓練 

 防災に関する社員講習会 

 区両動拟拻৶システム 
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■COVID-19（新型コロナウイルス）感染対策 
 

2020 ফ１月より世界各地で感染者が拡大している新型コロナウイルスに対し、当社としても、感染拡大の防
止及び事業継続（BCP）の観点から、各種感染拡大防止対策を実施しています。 
 
□対策会議の開催 

関係部署と経営層を交えた対策会議を発足し、会社の新型コロナウイルス対策に対する方向性と指針及び
各種施策を決定し、対応しています。 
 

□予防活動の徹底 
感染拡大防止のため、従業員に対し、日ႃの予防対応の要請をষい、全社をあげて予防対応に取組んで
います。 

 
感染予防ষ動 
○勘要勘急の外出を僰える 
○出社前に毎日検温する 
○こまめな手洗い等の実施 
○咳エチケットを守る 
○3 密環境を回避する 

 
 
 
□対応マニュアル作成 

新型コロナウイルスへの対応について、会社のルールを決めてマニュアル化しました。 
全社で対応が統一化され、会社一丸となって対策をষえるようになりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□今後のさらなる対策 

新型コロナウイルスに対する状況の厭化に応じて随時対策をಌ新していきます。 
この難拈を乗り卲り、事拟が厖僢するまで対処していきます。 

   

 

 消毒セット（事業所配布用） 社内用掲示 

新型コロナウイルス対応マニュアルの一部 
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内 容 

運ষ拻৶者・通関厨・国内傯ষ業務取扱拻৶者・衛生拻৶者（第一種）・安全拻৶者・ 

防ౌ拻৶者（傳種）・危険物取扱者（༣種第 4 類）・はい作業主任者・積卸し作業指揮者・ 

先上僺作式クレーン運転・自動区整備厨・物及経営厨（物及大学校）・物及技術拻৶厨 
 

（４）社員との係わり 
■人材育成 
 

□ハラスメント講習会 
2019 ফ 6 月 1 日、社員講習会にて「ハラスメントについて」をテーマとした講習会を開催しました。 
講師から、ハラスメントの事捁を捁に、解説して頂きました。 

 
□職員の教育・研修制২ 

社員の能ৡ向上のため、各種教育・研修を体系的にষっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□現業員物及改善研修 
現場の第一拓監挠者（ブロックশ）を主体として、現業員物及改善研修を実施しています。 
現場の安全・品質・生産性向上に向け、核となって改善を継続的に推進できる人材の育成を目的としていま
す。1 ヵ月にわたり座学と現場実習を実施しました。 
ＴＰＳ（トヨタ生産方式）の考え方の習得や自部署での実践の進め方を学びます。 

 
□取得資格 

特定の資格取得・受講に対して、社員の申請に基づき一定の補助をষっています。 
下記はその一捁です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 新入社員研修 社内研修 
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区分 制২ 概要 
育児 育児休業 最大子供が 2 歳まで 

所定外労働の免除・勤務時間の短縮 子供が小学校就学前まで 

時間外労働・深夜業の制限 子供が小学校就学前まで 
介護 介護休業 原則として通算 93 日まで 

勤務時間の短縮 3 ফ間に 2 回まで 
両য়支援 各種休暇 介護・子供の看護 

 

■働きやすい職場作り 
 

社員が捸事と生活を両য়できる働きやすい職場作りに努めています。 
「育児休業制২」や「介護休業制২」など、小さな子供や介護の必要な家ఔがいる社員を対象に、様々な制
২を定め推進しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■障がい者雇用の推進 
 

当社では、積極的に障がい者の採用活動をষい、雇用厾の向上に取組んでいます。 
今後も引き続き、ハローワーク主催の面接会に参加する等、障がい者の採用活動を積極的に展開していきます。 
また、職場の৶解を深めるため、各障がいについてまとめた冊子の配付などをষっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■健康拻৶の充実 
 

毎ফ全社員を対象とした定期健康診断を実施しています。診断結果に基づく 2 次検診受診のフォローをষい、
健康起因による事故の防止と、社員の心と体の健康拻৶に努めています。 

 
□睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）検査の実施（※2） 

睡眠時無呼吸症候群の影響による事故防止対策として、儚ಔ検査装置であるスクリーニング検査機器を自
社購入し、定期的に全乗務員に検査を実施しています。 

 
※1 データは 2018 ফ২現在。2019 ফ২は集計中 
※2 睡眠中に無呼吸が断続的に繰り返される病気。その結果、日中に眠くなる、集中ৡや活ৡに欠けるなどの状拟が生じる 
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（５）業務改善提案の促進目標 
①目標と結果 

■業務改善提案の促進目標と結果 
 
 
 
 
 

②目標達成に向けた取組み 
職場環境の安全性や物及効厾の向上、環境負荷低減等を目的とした業務改善提案を、全社員が提出できるよ
うになっています。また、全ての提案を社内ネットワーク上にて公開しています。 
■提案グランプリ賞 
 

提案者個人の提案評価点をྸ計した通算点数に応じ、提案グランプ
リ賞を授与しています。 
2019ফ6月1日、社員講習会にて表彰式をষいました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ＱＣサークル活動の推進 
 

活ৡある職場作りに向けて、ＱＣサークル活動の活性化を推進しています。 
小集団で職場の問題解決に半ফ間取組み、業務の最適化・効厾化を図りました。 
2019ফ12月7日に第7回ＱＣサークル大会が開催され、代表の7チームによる発表の結果、豊田勽物及セン
ターが優勝しました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

表彰 部署 テーマ 

優勝 豊田勽物及センター ミッション順য়作業の改善 

2 位 東健物及センター バッティング 0 への取組み 

3 位 刈谷勾営業所 工程内勘拖防止対策 

 

優勝 豊田勽物及センター 

 

項 目 2019 ফ২目標 2019 ফ২結果 2020 ফ২目標 

業務改善提案件数 4,834 件 4,798 件 4,993 件 

 

項 目 ダイヤモンド賞 স 賞 銀 賞 銅 賞 合 計 
2019 ফ২受賞者数 5 名 10 名 29 名 39 名 83 名 

受賞者数ྸ計 27 名 82 名 180 名 473 名 762 名 
 

 提案グランプリ賞表彰式 



    

                    

国際物及サービスのご案内 
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営業拠点一覧 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

カリツー株式会社 

お問合せ先：経営企画拻৶部 企画拻৶室 
〒446-8540 愛知県安城市三河安城町一丁目 4 番地 4 
TEL（0566）73-5619 FAX（0566）73-5627 
URL：http://www.karitsu.co.jp/ 
2020 ফ 5 月発ষ 

国内 
【勾海道】      苫小牧営業所 

カリツー勾海道本社営業所 
 
【岩手県】      カリツー東日本岩手営業所 
 
【山形県】      カリツー東日本山形出張所 

 
【福島県】      カリツー東日本郡山本社 

 
【茨城県】      茨城営業所 

 
【群馬県】      群馬営業所 

 
【卡ఱ勜県】    卡ఱ勜営業所 

 
【静岡県】      静岡出張所 

 
【三重県】      三重いなべ営業所 

  
【大阪府】      大阪営業所 

 
【広島県】      広島揅野物及センター 

広島志和営業所 
広島勽厬営業所 

 
【福岡県】      勾九州営業所 

福岡営業所 
九州厳田物及センター 
苅田営業所 

 
【大分県】      カリツー九州大分中津営業所 

 
＜豊田市＞ 岡崎物及センター 

 
＜みよし市＞豊田勽物及センター 

みよし物及センター 
 

＜岡崎市＞ 岡崎営業所 
岡崎東営業所 
ロジテム岡崎 

 
＜勽捕市＞ 勽捕東物及センター 

勽捕営業所 
 

＜豊橋市＞ 豊橋営業所 
 

＜田原市＞ 田原物及センター 

★チョンブリー 

国外 
【タイ】 
＜チョンブリー＞ カリツーロジスティクス(タイランド) 

【愛知県】 
＜安城市＞ カリツー㈱本社 

東刈谷営業所 
安城南営業所 
電子デバイスセンター 
東健物及センター 
高棚配送センター 
カリツー引越センター 

 
＜刈谷市＞ ࿘દਨ営業所 

刈谷中ఙ物及センター 
刈谷物及センター 
刈谷勽物及センター 
小垣江物及センター 
ロジテム小垣江 

 
＜知多郡＞ ๲ఓ物及センター 


